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夕張市財政再生計画策定に関する要請について

　日頃の道政推進に深く敬意を表します。

　さて、夕張市においては、新たに施行された自治体財政健全化法に基づき、来年4月1日からの再生計画策定に向けた取り組みが始まりました。今年度中に新たに策定する再生計画は、これまでの再建計画を進める中で明らかになってきた課題・問題点などを踏まえ、夕張市の実質的な再生を実現するものでなければなりません。
　つきましては、法により財政再建に対し連携・協力すべき立場にある北海道として再生計画の策定に向けた基本的な考え方について、7月7日までに文書による回答を求めます。
1 現在の再建計画推進にあたっての評価と再生計画について
夕張市は、07年4月1日から地方財政再建促進特別措置法の準用団体として再建計画に基づいた自治体運営をおこなってきましたが、この2年余りの間に当初策定した再建計画で想定していなかった課題や問題点が明らかになり、数回の計画変更をおこなってきています。しかし、この間の計画変更では対応できていない課題もあり、新たに策定する再生計画に向けての課題となっています。北海道は、現在の計画策定推進にあたって一定の関与をおこなってきましたが、再生計画策定に向けては、この間進めてきた再建計画に対しての評価と総括が必要と考えます。北海道として現在の再建計画の課題をどのように認識しているのか、また、それらを再生計画にどのように生かしていくべきと考えているのか見解を求めます。
2 再生計画策定にあたっての北海道のスタンスについて

夕張市は、再建計画に基づいた自治体運営を進める中で様々な課題に遭遇し、その都度に国（総務省）や北海道との協議を進めてきています。しかし、限られた財源の中で夕張市が出来ることには限界があり、夕張市民の生活と権利を守らなければならない行政としての役割を果たしきれずに夕張市職員は財政と市民との狭間で様々な思いを抱え毎日の仕事に向き合っているのが現状です。北海道は道民の生活や権利を守り高める立場で夕張市とともに歩むべき立場であると考えますが、この間の対応では財政的な限界を強調するあまりに誤解を受けるような状況もありました。再生計画策定にあたっては北海道として夕張市の立場を理解した上での対応が必要と考えますが見解を求めます。
3 再生計画の策定について

現在の再建計画は、06年6月に夕張市の財政状況が明らかになり、短期間の中で策定されたものです。そのため、計画策定の中では夕張市民との意見交換や、情報公開が極めて不十分でありました。あわせて、夕張市職員への説明や議論が著しく不足していたことも事実です。この反省に基づき、新たに策定する再生計画においては十分な市民との議論や経過説明と職員が十分納得できるプロセスが必要と考えます。北海道として再生計画策定に向けた市民参加や、市民や職員に向けた情報公開などのあり方について見解を求めます。
4 再生計画の課題について
夕張市の財政再建に向けた取り組みの中で当初想定していなかった医療・住居・衛生・防災など新たな課題が明らかになり住民説明会でも意見が出されマスコミでも取り上げられています。そのため、新たに策定する再生計画において課題解決に向けた議論が必要と考えます。現時点で、北海道として再生計画策定段階で検討すべきと認識している具体的な課題とその課題に対する見解を求めます。
